
☎ FAX

1.　運営方針　（支援方針）

ho
2.　施設の特徴（目標やねらい）

3.　利用者の状況 （2018/4/1現在）
① 性・年齢別 （人）

② 主たる対象者（大阪市内に居住・就学前の療育の必要性を認められた子ども）③ 平均年齢 ⑤ 重複障害の状況

④ 各障害手帳等級別 （人）

⑥ 退所先と退所時の状況（直近4年間） （人）

⑦ 利用者の入所前の状況（直近4年間） （人）

⑧ 利用者の地域別人数（大阪市　各区別） （人）

人数 1  2  1  2  5  1  8  3  5  20  38  

2018/4/1現在

施設・事業所名 大阪市更生療育センター 施設・事業の内容 福祉型児童発達支援センター

法　人　名 (社福) 大阪市障がい者福祉・スポーツ協会 利　用　定　員 40名

TEL/FAX 06-６797-6682 設 置 年 月 日 昭和59年6月1日

郵 便 番 号 547-0026 ホームページアドレス http://www.fukspo.org/ortc/

所　在　地 大阪市平野区喜連西６－２－５５ Eメールアドレス ortc@fukspo,org

日常生活に必要な動作、知識や技能の習得、集団生活へのスムーズな移行を目指し、障がいがある子どもとその保護者や家族が「地
域で生き生きと生活できるよう」親子通園及び単独通園のシステムを利用した支援を行います。療育内容は、「集団支援」と「個別
支援」のシステムを活用し、「発達支援・生活支援・保護者（家族支援）・地域支援」といった４つの視点から検討しています。

保護者または職員と楽しく遊ぶ中で「もっと遊びたい」「伝えたい」という気持ちを育て、小集団の中で主体的に遊びに参加する土
台作りを目指します。特に、療育部の親子通園は、保護者と職員が療育場面を共有することで、お子さんへの具体的な関わりや支援
方法を一緒に考えていくことができ、保護者と協働していくガラス張りの療育です。
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福祉型児発ですが、医療型機能も一部残し

た療育サービスですので、歩行獲得されて

いない児も利用することができます。 
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⑨ 利用者の地域別人数（大阪市及び隣接市　その他市町村） （人）

人数    

４.　日課

時間 8 　 9 10 11 12 13 14 15 16 17

　

５.　週間スケジュール

６.　年間行事 （親子分離型通園は、別途行事等のプログラムがあります）

７.　活動内容 （療育支援の内容）

８.　支援等の体制

９.　地域との連携・交流の状況

10.　施設の設備状況
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活動
内容

集団または個別療育
集団または個別

療育
集団または個別

療育
集団または個別

療育
集団または個別

療育

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

季節に応
じた遊び
や活動

秋祭り

日中活動の内容

集団支援は、クラス集団の良さを生かした具体的な遊びと生活活動の機会や体験づくりを行います。また、個別支援は、子どもの状況
を専門的に評価し、保護者への助言や子どもへの具体的な支援方法等、保護者が子どもの発達特性への理解に繋がるよう支援します。
その他、医師や看護師による定期診察や栄養士による「食生活全般」に対する助言、必要なサービス利用に関する相談等も行っていま
す。

12月 1月 2月 3月

夏期限定の遊び（例：
プール遊び等）

季節に応じた遊びや活動を取り入れていま
す

季節に応じた遊びや活動を取り入れています

その他活動
家族
会

生活支援の内容

レクリェーション
活動の内容

クラブ活
動の有無

クラブ活
動頻度と
内容

医療体制 医療的対応 入浴サービス

給食の提供 送迎 費用負担

最寄り駅からの略図

建物構造

敷地面積

建物延べ面積

補足
（医療・送迎・入浴

について）

地域との連携
保育所等訪問支援事業を活用し、保育所・幼稚園・地域の事業所と連携を図り、地域の中で、子どもの成長発達を支援しま
す。また、各種学校からの実習生や夏期には、リハ関係の学生ボランティアも受け入れ人材育成や障がいに関する啓発・理解
に繋がるよう取り組んでいます。その他、関係機関との調整及び必要に応じた見学等も行っています。

ボランティアの状況 地域自立支援協議会

車椅子用トイレ 公衆電話

運動場 入浴設備

活動室 休養室

エレベーター 階段手摺

併設施設


